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(1) 正答表 
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(2) 領域別正答率 

 

 

 

 

 

  

 

(3) 義務教育段階の傾向や課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、文章と図表を結び付けて必要な情 
報を見付けることや、文章に表れている見方や考え方を捉えることに課題がみられる。 

○  傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問４ 問６⑴⑵】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  出題のねらい 
［問題の内容］ 
  ⑴は、グラフから読み取った情報をまとめ、既習事項と組み合わせて表現する力をみる

問題である。 
   ⑵は、文章と表から読み取った情報を社会的な見方・考え方を働かせながら思考し、説

明する力をみる問題である。 

［解答までのプロセス］ 
① ⑴は、1990年と2017年の所得格差を比較し、所得の再分配前の所得格差について、2017
年の方が大きくなっていることと、所得の再分配後の所得格差について、累進課税など
の所得の再分配により大きな違いが見られなくなっていることを、それぞれ読み取る。 

② ⑵は、将来世代の負担について、財政の現状や少子高齢社会など現代社会の特色を踏
まえて、財政の持続可能性と関連付けて考察し、世代間の公平の視点から説明する。 

［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
   Ｂ 私たちと経済 
    (2) 国民の生活と政府の役割 イ(ｲ) 
      財政及び租税の役割について多面的・多角的に考察し、表現すること。 
２  解答の状況と分析 

この問題の正答率は3.0％、中間点の取得率は40.5％であった。初見資料を読み取ることに
加え、読み取った情報（所得の再分配前後の比較）と既習事項（所得の再分配）を組み合わせ
て表現することが難しかったと考えられる。 

 

正答率(3.0％) 
中間点(40.5％) 
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(4) 中学校における今後の授業の在り方 

  ○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 高等学校における指導の在り方 
高等学校では、公民科において、社会的な見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決

したりする活動を通して、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向け
て公正に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を
養うことが求められる。 
また、特に必履修科目である「公共」においては、①現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断する

ための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに、諸資料から、倫理的主体などとして活
動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けること、②現実社会の
諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活
用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れ
ながら構想したことを議論する力を養うことが求められる。 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 
  この単元では、財政及び租税の役割等について、諸資料から様々な情報を効果的に調べ、まと

めたことを説明したり、それらを基に議論したりする活動を行った。このように、生徒が、様々
な社会的事象の関連や本質、意義を捉え、考え、説明したり、現代社会の諸課題の解決に向けて
構想したりする際、現代社会の見方・考え方を働かせることによって、その解釈をより的確なも
のとしたり、課題解決の在り方をより公正に判断したりすることができるような、学習活動の一
層の充実が求められる。 
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